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論　　文　　の　　要　　旨

　微生物による皿一パラフィンの利用に関しては多くの研究がなされているがラα一オレフィンにつ

いてはその代謝およびそれからの発酵生産物に関する知見はきわめて少い。しかし，α一オレフィン

はワックスの熱分解によって容易に得られ里n一パラフィンよりも安価であることが期待されるの

でラ新らしい発酵原料として極めて有望であると考えられる。

　本研究は。α一オレフィンの発酵原料としての利用という観点からヨその基礎的知見を得るため

に、α一オレフィンの代謝およびそれからのクエン酸（クエン酸とイソクエン酸）の生産について検

討したものである。

　第1部では、0α〃肋属酵母によるα一オレフィンおよび奴一パラフィンからのクエン酸生産につ

いての比較検討を行い雪C舳棚α加o批α脆はα一オレフィンからも服一パラフィンからもほぼ同様

にクエン酸を生産するのに対しヨ灯一パラフィンからのクエン酸生産菌としてよく知られたC伽∂肋

幼0似加はα一オレフィンからほとんどクエン酸を生産しないという顕著な相異を明らかにした。

　さらに第2部ではう上記の相異を解明すべくヨ両菌株によるα一オレフィンの代謝機構の面から検

討を加え苛C。肋o肋ωがα一オレフィンを充分資化するにもかかわらずクエン酸を生産しないのは

その代謝速度が著しく小さいためであることを明らかにした。

　第3部ではラC、肋枇α脆によるα一オレフィンからのクエン酸の生産性を更に向上させるべく生

育因子ヨ界面活性剤などの諸因子の影響について検討し里それらの効果について考察を加えた。

一50一



　以下に本論文の概要を述べる。

　1．五一テトラデセンおよび孤一テトラデカンからのクエン酸生産

　　α一オレフィンとしては1一テトラデセンをヨまたR一パラフィンとして鰍一テトラデカンをそ

れぞれ単一炭素源としてC．加o加ω脆と0、幼o肋6αの培養を行い、それらの資化性ならびにクエン

酸の生産性を比較検討した。その結果ラC．肋批α脆は1一テトラデセンも荻一テトラデカンもほぼ

同様に資化し、クエン酸の生産性にも大差は認められないのに対しヨC．肋o肋6αは荻一テトラデカ

ンからは著量のクエン酸を生産するがラ1一テトラデセンからは、それを資化するにもかかわらず

クエン酸を生産しないという顕著な相異を見い出した。

　従来ヨα一オレフィンからの代謝生産物としては害n一パラフィンからの場合とほぼ同一のものが

得られるものと考えられていたがラ上記の結果はラ微生物の種類によって双一パラフィンとα一オレ

フィンとの間に代謝機構の面においてかなりの相異があることを示すものであり非常に興味ある問

題である。

　2．五一テトラデセンの代謝機構とクエン酸生産

　　C妙0肋6αとC．物批α／云∫による前述のようなクエン酸生産性の相異を解明するためにヨ両菌

株による1一テトラデセンの初期酸化経路についてまず比較した。

　σ妙o肋6αによる1一テトラデセンの代謝中問体として検出されたものは。2一テトラデカノー

ル、α一ヒドロキシミリスチン酸およびトリデカン酸でありヨ0．肋肋α脆の場合にもラ2一テトラ

デカノールとトリデカン酸が検出された。さらにヨこれらの1一テトラデセンの代謝中問体を基質

とした酸素吸収速度と生産物についても検討した結果害C、妙o〃ωとC細伽αZゐとの間には1一テ

トラデセンの代謝経路に差異は認められず雪いずれも1争2一エポキシドを経由する既知の経路とラ

2一テトラデカノールを経由する新しい経路との存在が認められた。

　このことから里クエン酸生産に関する両菌株の相異は代謝経路の相異にもとずくものではないこ

とが知られた。

　次に雪1一テトラデセンとその代謝中間体を基質とした場合の両菌株でのクエン酸生産量と酸素

吸収速度（Qo。）との関連を調べた結果ヨC．肋o肋ωによる1一テトラデセンでのQo。は0、加o枇α脆

のそれの1／3にすぎずヨまたn一テトラデカンでのQo。のほぼ半分であることが明らとなりラ0．妙o肋oα

が1一テトラデセンからほとんどクエン酸を生産しないのは事五一テトラデセンの代謝速度が著し

く小さいことと関係のあることが示唆された。そこでヨ炭化水素の代謝速度をあげるのに有効であ

るとされている数種の界面活性剤を添加してクエン酸の生産性を検討したところ雪いずれの界面活

性剤の存在下でもu～159／2のクエン酸の蓄積が確認されラ1一テトラデセンの代謝速度の増加

がクエン酸生成のために必要な一因子であることが明らかにされた。

　3．C、初批α／ゐによる1一テトラデセンからのクエン酸生産に影響を及ぼす2雪3の因子

　　1）チアミン；σ加o批α脆による1一テトラデセンからのクエン酸生産においてヨチアミンは

生育因子ではないが正クエン酸とイソクエン酸との生成量に大きく影響することを明らかにした。

すなわち曾チアミン無添加での正クエン酸とイソクエン酸の蓄積量はそれぞれ229／2および！39／

一51一



2であるのに対し，チアミン存在下ではそれぞれ！79／2および229／2となり。イソクエン酸量

の増加が認められた。

　　2）界面活性剤；用いた界面活性剤のうちEmu1geΩ430ヨSophoro玉ip量dおよびRh鰍no1ipidなど

には生育阻害が認められラクェン酸生産量の大巾な減少が認められた。一方，Tween80やSpan80

などのソルビタン系の界面活性剤を添加した場合にはヨクエン酸の生成は無添加の場合と変わらな

いが，イソクエン酸の生成が抑えられる傾向が認められた。以上の結果からヨ界面活性剤の添加に

よるクエン酸の生成促進効果は、基質の代謝速度がおそい場合には認められるが、この場合のよう

にその代謝速度が充分速い場合には認められずうかえって生育阻害をまねくことがあることが明ら

かにされた。

審　　査　　の　　要　　旨

　従来ヨn一パラフィンの利用について多くの研究がなされ，特にC妙0肋6αによるn一パラフィ

ンからのクエン酸の生産についてはすでに工業化されていると言われているがヨα一オレフィンの代

謝およびそれからの生産物に関する研究はほとんど見あたらない。

　本研究ではヨワックスの熱分解により得られる液状のα一オレフィンに着目し，それがn一パラフィ

ンよりも安価であることから、発酵原料としての利用について検討を加え有望な発酵原料になり得

ることを明らかにした。

　すなわちラCα”肋加批α脆がα一オレフィンから著量のクエン酸を生産できることを明らかに

すると同時に，従来n一パラフィンからのクエン酸生産菌として用いられているCα”肋妙o〃6α

がラα一オレフィンからはそれを資化するにもかかわらずクエン酸を生産しないという事実をも見い

出した。この現象は炭化水素の微生物代謝に関して極めて興味ある問題であるがヨ著者はこの現象

を解明するために。α一オレフィンの代謝機構の面から検討を加え，クエン酸生産に関する上述の相

異が両菌株によるα一オレフィンの代謝経路の相異に起因するものではなくヨσ妙0肋ωによるα

一オレフィンの代謝速度が極めておそいことにもとずくものであることを結論づけた。

　α一オレフィンからのクエン酸生産に関する上記の一連の検討を通して骨発酵原料としてのα一オ

レフィンの有用性を立証し，さらにクエン酸の生成機構に関して基質の代謝速度との関係を明確に

示したことは応用微生物分野における大きな貢献と認めることができる。

　よって害著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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